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 国昌寺は、曹洞宗の寺で大崎山といい、染谷(大宮市)常泉寺の末寺で、徳川家光から寺領 10 石の朱印地が寄贈されて

いる。開山は心巌宗智で、中興開山は能書家としても著名な大雲文龍である。 

 山門は、江戸時代中期（宝暦頃）の建築で、市指定文化財である。欄間の龍は、左甚五郎の作と伝えられるもので、棺を担

いでこの門をくぐり抜けると、龍に中身を喰われて軽くなるという伝説をもっている。また、この龍はもと見沼に住んでいて作物を

荒らしたので、日光から帰る途中の左甚五郎に龍を彫ってもらい、釘づけにして門におさめたという伝説もある。 

 境内には、センダンバノボダイジュ（市指定天然記念物）と阿弥陀一尊種子板塔婆（市指定有形文化財）である。また、寺宝

として大雲文龍書の大弁才尊天号の軸物（市指定有形文化財）がある。 

 大雲文龍は、名僧智識として、その名は朝廷にまで達し、特に書に秀でていたため、時の帝から 3 度も召されて、書を指南

したと伝える。 
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